
【園芸指導
】

　

令
和
４
年
も
昨
冬
並
み
の
積
雪
量
と
な
り
、
除
雪
作
業
等
、
気
苦
労
が

絶
え
な
い
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

間
も
な
く
春
作
業
の
時
期
と
な
り
、
早
く
取
り
か
か
る
た
め
に
は
、
ほ

場
の
融
雪
作
業
や
水
を
素
早
く
排
水
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近

年
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
多
発
し
て
お
り
、
青
果
物
の
安
定
生
産
に
お
い

て
排
水
対
策
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

「
排
水
対
策
の
必
要
性
」

　

野
菜
の
多
く
は
湿
害
に
弱
く
、
水
田
転
作
畑
は
地
下
水
位
が
高
く
湛
水
・

冠
水
し
や
す
い
た
め
、
ほ
場
の
水
を
素
早
く
排
水
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
排
水
対
策
の
考
え
方
」
～
チ
ャ
ー
ト
～

①
地
上
：
額
縁
明
き
ょ
や
溝
き
り
（
必
須
）

　

以
上
の
排
水
対
策
に
加
え
、
有
機
物
や
酸
素
供
給
剤
の
施
用
、
輪
作
体

系
等
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
や
数
畝
程
度
の
面
積
で
あ
れ
ば
、

鍬
や
ス
コ
ッ
プ
で
水
の
逃
げ
道
を
作
る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

湿
害
に
負
け
な
い
ほ
場
づ
く
り
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

春作業へ向けて準備！
排水対策の必要性と考え方！
【指導員】　園芸課　髙橋　佳

か づ や

津也

地
上
排
水
対
策
だ
け
で
対
応
困
難
な
湧
水
が
あ
り
ま
す
か

深
い
明
き
ょ
の
配
置
、
そ
の
他
湧
水
処
理

落
水
口
の
位
置
は
田
面
よ
り
20
㌢
以
上
深
い
で
す
か

深
い
落
水
口
の
確
保

深
い
額
縁
明
き
ょ
、
ほ
場
内
明
き
ょ
、
ほ
場
面
の
微
傾
斜
化

な
し

深
い

あ
り

低
い

■田面から落水口底面の差と排水路
の水面差

▲溝堀機による額縁明きょ

「
土
壌
条
件
に
よ
る
排
水
技
術
と
作
業
機
械
」

水
路
内
の
水
が
田
面
か
ら
50
㌢
よ
り
深
い
で
す
か

ほ
場
内
明
き
ょ
の
充
実
、高
畝
栽
培
の
実
施

暗
き
ょ
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か（
機
能
し
て
い
ま
す
か
）

暗
き
ょ
の
機
能
回
復
、
自
己
施
工
検
討

表
層
か
ら
暗
き
ょ
管
に
到
達
す
る
ま
で
の
水
み
ち
が
で
き
て
い
な
い

深
い

あ
り

浅
い
（
水
路
が
浅
い
、
常
に
高
水
位
）

な
い
（
破
損
、
閉
塞
、
機
能
低
下
）

②
地
下
：
本
暗
き
ょ
を
基
軸
に
心
土
破
砕
や
弾
丸
暗
き
ょ
の
組
み
合
わ
せ

■
地
上
排
水
と
地
下
排
水
を
組
み

合
せ
た
営
農
排
水
の
施
工
法

■土壌条件による耕盤・心土の排水技術
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※
「
明
き
ょ
～
落
水
口
」「
表
面
～
補
助
暗
き
ょ
～
本
暗
き
ょ
」
水
み
ち
を
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
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